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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成30年4月5日(2018.4.5)

【公開番号】特開2018-28677(P2018-28677A)
【公開日】平成30年2月22日(2018.2.22)
【年通号数】公開・登録公報2018-007
【出願番号】特願2017-195400(P2017-195400)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/34     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  13/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    7/34     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   13/36     　　　　
   Ｈ０４Ｎ    5/232    １２０　
   Ｈ０４Ｎ    5/232    ２９０　
   Ｈ０４Ｎ    5/225    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成30年2月9日(2018.2.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学系を透過した光を受光して信号を出力する画素を複数有する撮像部と、
　複数の前記画素から出力された信号を加算する加算部と、
　前記加算部で加算された信号に基づいて、前記光学系による像が結像する位置と前記撮
像部とのずれ量を検出する検出部と、を備え、
　前記加算部は、加算した信号の値が所定値以上、または加算した画素数が所定の画素数
となるまで、複数の前記画素から出力された信号を加算する焦点検出装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の焦点検出装置において、
　前記加算部は、前記画素から出力された信号の値が前記所定値未満であるとき、複数の
前記画素から出力された信号を加算する焦点検出装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の焦点検出装置において、
　前記加算部は、複数の前記画素の間隔、被写体の動き、前記光学系が有する絞りの絞り
値、前記画素から出力された信号の値の少なくとも１つに基づいて、前記所定の画素数を
決める焦点検出装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３までのいずれか１項に記載の焦点検出装置において、
　前記画素から出力された信号、および前記加算部で加算された信号の少なくとも１方を
記録する記録部を備える焦点検出装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の焦点検出装置において、
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　前記加算部は、複数の前記画素から出力された信号と前記記録部に記録された信号とを
加算する焦点検出装置。
【請求項６】
　請求項４または請求項５に記載の焦点検出装置において、
　前記加算部で加算された信号の値が前記所定値未満であるとき、前記加算部は、複数の
前記画素から出力された信号と前記記録部に記録された信号とを加算する焦点検出装置。
【請求項７】
　請求項４から請求項６までのいずれか１項に記載の焦点検出装置において、
　前記加算部は、加算した信号の値が前記所定値以上、または加算回数が所定回数となる
まで、複数の前記画素から出力された信号と前記記録部に記録された信号とを加算する焦
点検出装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の焦点検出装置において、
　前記加算部は、複数の前記画素の間隔、被写体の動き、前記光学系が有する絞りの絞り
値、前記画素から出力された信号の値の少なくとも１つに基づいて、前記所定回数を決め
る焦点検出装置。
【請求項９】
　請求項４から請求項８までのいずれか１項に記載の焦点検出装置において、
　前記記録部は、前記記録部に記録された前記加算部で加算された信号と、複数の前記画
素から出力され前記加算部で加算された信号とを、前記加算部で加算した信号を記録する
焦点検出装置。
【請求項１０】
　光学系を透過した光を受光して信号を出力する画素を複数有する撮像部と、
　複数の前記画素から出力された第１の信号を記録する記録部と、
　複数の前記画素から出力された信号を加算した第２の信号と前記記録部に記録された前
記第１の信号とを加算する加算部と、
　前記加算部で加算された信号に基づいて、前記光学系による像が結像する位置と前記撮
像部とのずれ量を検出する検出部と、を備える焦点検出装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の焦点検出装置において、
　前記加算部は、前記画素から出力された信号の値が所定値未満であるとき、前記第１の
信号と前記第２の信号とを加算する焦点検出装置。
【請求項１２】
　請求項１０または請求項１１に記載の焦点検出装置において、
　前記加算部は、加算した信号の値が所定値以上、または加算した画素数が所定の画素数
、または加算回数が所定の回数となるまで、前記第１の信号と前記第２の信号とを加算す
る焦点検出装置。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の焦点検出装置において、
　前記加算部は、複数の前記画素の間隔、被写体の動き、前記光学系が有する絞りの絞り
値、前記画素から出力された信号の値の少なくとも１つに基づいて、前記所定の画素数お
よび前記所定の回数を決める焦点検出装置。
【請求項１４】
　請求項１から請求項１３までのいずれか１項に記載の焦点検出装置において、
　前記画素は、前記光学系を透過した光を光電変換して電荷を生成する第１光電変換部お
よび第２光電変換部を有し、前記第１光電変換部および前記第２光電変換部で生成された
電荷に基づく信号を出力する焦点検出装置。
【請求項１５】
　請求項１から請求項１３までのいずれか１項に記載の焦点検出装置において、
　複数の前記画素の一部は、前記光学系の第１の瞳領域を透過した光を光電変換して電荷
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を生成する光電変換部を有し、前記光電変換部で生成された電荷に基づく信号を出力し、
　複数の前記画素の他の一部は、前記光学系の第１の瞳領域と異なる第２の瞳領域を透過
した光を光電変換して電荷を生成する光電変換部を有し、前記光電変換部で生成された電
荷に基づく信号を出力する焦点検出装置。
【請求項１６】
　請求項１から請求項１５までのいずれか１項に記載の焦点検出装置において、
　複数の前記画素は、前記ずれ量を検出するための信号を出力する第１の画素と、画像デ
ータを生成するための信号を出力する第２の画素とを有し、
　前記第１の画素は、複数の前記第２の画素の間に設けられる焦点検出装置。
【請求項１７】
　請求項１から請求項１６までのいずれか１項に記載の焦点検出装置と、
　前記撮像部から出力された信号に基づいて画像データを生成する生成部と、を備える撮
像装置。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
（１）本発明の第１の態様によると、焦点検出装置は、光学系を透過した光を受光して信
号を出力する画素を複数有する撮像部と、複数の前記画素から出力された信号を加算する
加算部と、前記加算部で加算された信号に基づいて、前記光学系による像が結像する位置
と前記撮像部とのずれ量を検出する検出部と、を備え、前記加算部は、加算した信号の値
が所定値以上、または加算した画素数が所定の画素数となるまで、複数の前記画素から出
力された信号を加算する。
（２）本発明の第２の態様によると、焦点検出装置は、光学系を透過した光を受光して信
号を出力する画素を複数有する撮像部と、複数の前記画素から出力された第１の信号を記
録する記録部と、複数の前記画素から出力された信号を加算した第２の信号と前記記録部
に記録された前記第１の信号とを加算する加算部と、前記加算部で加算された信号に基づ
いて、前記光学系による像が結像する位置と前記撮像部とのずれ量を検出する検出部と、
を備える。
（３）本発明の第３の態様によると、撮像装置は、第１または第２の態様による焦点検出
装置と、前記撮像部から出力された信号に基づいて画像データを生成する生成部と、を備
える。
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